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株主の皆様には、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。

当社は、創業以来、国内外において石油・天然ガスの探

鉱開発を積極的に推進し、埋蔵量の確保と生産量の拡大に

努めてまいりました。当社は、探鉱から生産・輸送・供給ま

での一貫した事業展開を行っており、環境意識の高まる

中、クリーンで高効率なエネルギーである天然ガスの普及

を推進しております。

当社は、今、創業の精神に立ち帰りまして、次のような

事業戦略を考えています。ひとつは、国内資源の再構築で

あります。当社は国内探鉱開発で最も経験と実績を有して

おり、その能力はわが国随一のものと自負いたしておりま

す。IT技術の進展もあり、探鉱精度も高まっており、国内

の探鉱開発をより一層充実させていきたいと考えており

ます。次に、当社の供給ネットワークの拡充であります。

当社は既に700キロメートル超の天然ガスパイプライン

ネットワークを保有しておりますが、生産能力の増強とと

もにマーケティングエリアの拡大が重要であります。競争

が一段と激しくなる中で、輸送・供給能力を高めるインフ

ラを一層拡充していきたいと考えております。同時に、海

外におきましても、有望鉱区の取得を積極果敢に進めてい

きたいと考えております。

おかげさまで2003年12月10日に東京証券取引所市場第

一部に株式を上場いたしました。全てのステークホルダー

のご期待に添えるよう、当社は21世紀のエネルギー資源

開発をリードする企業として、これからも幅広く社会的責

任を果たしてまいる所存であります。

株主の皆様には、今後とも一層のご支援をお願いいた

します。

平成16年6月

代表取締役社長　棚橋　祐治

株主の皆様へ
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探鉱開発の概況

探鉱開発の効率的な実施と
埋蔵量・生産量の拡大
石油･天然ガスの埋蔵量を拡大し、長期に亘り安定的な

供給体制の整備を図ることは、探鉱開発を事業の中核と

する当社において常に重要な課題であります。

収益の源泉である国内埋蔵量の拡大を図るため、当社

が保有する膨大な国内地質データ、探鉱開発ノウハウ、高

い技術力などの優位性を生かしながら、効率的･計画的な

探鉱開発を行っていきます。具体的な地域としては、北海

道陸上及び南部海域、秋田県･新潟県の既存油ガス田周

辺、青森県三陸沖などにおいて、積極的な探鉱開発活動を

推進していきます。

国内探鉱開発活動に加え、海外事業においても埋蔵量

と収益を確保することが、強靭な経営基盤を確立するため

に重要であります。ロシア極東サハリン、インドネシアを中

心とする東南アジア、中東などを重点地域として位置付

け、当該地域内での既発見未開発油ガス田権益の取得と

有望な新規探鉱鉱区の獲得を組み合わせることにより、効

率的な海外事業投資に取り組みます。

第32期 第33期 第34期

829

950

1,036

天然ガス生産量 原油生産量 天然ガス販売量 原油販売量

第32期 第33期 第34期

498 510

574

第32期 第33期 第34期

1,002

1,154

1,296

第32期 第33期 第34期

1,710

1,445
1,528

（単位：百万m3/年） （単位：千kl/年） （単位：百万m3/年） （単位：千kl/年）
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国内探鉱開発作業実績
当期の主要な国内探鉱開発作業は、5地域での物理探査

を実施するとともに、試掘井2坑、探掘井3坑、採掘井2坑

の掘削作業を行いました。試掘井「中鮎川SK-1D」では、日

量94klの原油と16,500m3の天然ガスの産出に成功してお

ります。当社は、国内資源の再構築を重要な事業戦略のひ

とつと位置付けており、「大規模な埋蔵量の発見を目指し

た探鉱」と「既存油ガス田周辺での埋蔵量の上積みを指向

した探鉱開発」を効率よく組み合わせることにより、計画

的な探鉱開発を今後とも実施していきます。

地域 坑井名 坑井種別 掘削距離

秋田県 中鮎川SK-1D 試掘井 2,401m

〃 南大潟SK-1 〃 1,901m

〃 申川SK-83H/H1 探掘井 1,963m

〃 申川SK-84H/H1 〃 2,343m

山形県 余目SK-74D 〃 1,200m

新潟県 片貝SK-26D 採掘井 4,813m

〃 岩船沖MS-B13 〃 2,452m

掘削作業の実績

凡例

地震探査

試掘井

探掘井

採掘井
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勇払油ガス田生産処理設備増強
北海道における天然ガスの需要増加に対応するた

め、勇払油ガス田において生産処理設備の増強工事を

進めてきましたが、2004年1月に完工し、天然ガス処

理能力は120万m3/日から240万m3/日に、原油処理能

力は1,000 kl/日から2,400 kl/日に増強されました。

勇払油ガス田生産処理設備（北海道苫小牧市）

石油・天然ガスの探鉱から供給までの流れ

【地質調査・物理探査】
地下に眠る石油や天然ガスを探し出す探鉱の第一歩は、地表

調査から始まります。フィールドに出て地質状況を調べるとと

もに、地層のサンプルを採取します。物理探査は、地下の様子を

物理的な手段を用いて調べることをいい、最も有力なものは地

震探査です。人工的に振動を起こし、反射波を測定しコン

ピューターによる処理・解析を行い地質構造を把握します。

【試掘・探掘】
地質情報の解析結果をもとに、有望と目される箇所の石油や

天然ガス賦存状況を探査するため試掘を行います。試掘が成功

した場合、その油ガス層の広がりと形状、生産能力の把握など

開発移行の可否を評価するために、更に周辺部に数坑の探掘井

が掘削され、埋蔵量規模等を確認します。

UUU UUU

トピックス
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勇払LNGプラント（北海道苫小牧市）

勇払LNGプラントの建設
北海道においてパイプラインが整備されていない地

域への天然ガス供給に対応するため、勇払油ガス田に

おいてLNGプラントの建設を進めてきましたが、2003

年10月に完工し、旭川ガス（株）向けに供給を開始しま

した。本LNGプラントは、日本初の国産天然ガス液化

プラントであります。

【貯蔵・輸送・供給】
生産した天然ガスは、主にパイプラインを使って顧客に供給し

ます。パイプラインでの供給は、季節および時間帯で変動する顧

客側の使用状況に合わせ、需給バランスを管理しながら行われま

す。また、原油は、一旦タンクに貯蔵したうえでローリーやタン

カーにより出荷されます。

【開発・生産】
商業規模の埋蔵量があると判断された場合、開発計画の詳細

設計を行い、それに基づき生産井の掘削が行われ、原油および

天然ガスの処理・貯蔵・輸送等各施設が建設され、生産が開始さ

れます。

UUU UUU
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損益計算書（要旨）

（単位：百万円）

前期 当期

自平成14年4月1日 自平成15年4月1日
科目 至平成15年3月31日 至平成16年3月31日

売上高 77,490 82,343
売上原価 42,905 47,469
売上総利益 34,584 34,874
探鉱費
探鉱費 3,720 6,251
探鉱補助金 △523 △675
探鉱費合計 3,196 5,575

販売費及び一般管理費
販売費 11,531 12,058
一般管理費 5,896 6,733
販売費及び一般管理費合計 17,428 18,791

営業利益 13,959 10,506
営業外収益
受取利息 183 167
有価証券利息 939 686
受取配当金 2,028 1,791
海外投資等損失引当金戻入額 – 613
その他 502 733
営業外収益合計 3,653 3,991

営業外費用
支払利息 585 343
海外投資等損失引当金繰入額 1,287 –
廃鉱費用引当金繰入額 1,071 374
有価証券評価損 1,757 495
その他 1,331 802
営業外費用合計 6,033 2,016

経常利益 11,578 12,481
特別利益 23 241
特別損失 210 225
税引前当期純利益 11,392 12,497
法人税、住民税及び事業税 950 1,812
法人税等調整額 2,057 1,081
当期純利益 8,385 9,602
前期繰越利益 1,510 1,422
当期未処分利益 9,896 11,025

利益処分

（単位：百万円）

前期 当期

科目 平成15年3月期 平成16年3月期

当期未処分利益 9,896 11,025
任意積立金取崩額
探鉱準備金取崩額 1,400 2,200
固定資産圧縮積立金取崩額 28 30
合計 11,324 13,255

利益処分額
配当金 1,428 2,000
役員賞与金 72 82
（うち監査役賞与金） （4） （3）
任意積立金
探鉱準備金 3,400 3,500
別途積立金 5,000 6,000

次期繰越利益 1,422 1,672

1株当たり配当金

（単位：円）

前期 当期

普通株式 25.00 35.00
普通配当 25.00 30.00
上場記念配当 0.00 5.00
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会社情報

商号 石油資源開発株式会社

Japan Petroleum Exploration Co., Ltd.

（略称JAPEX）

設立 昭和45（1970）年4月1日

資本金 142億8,869万4,000円

従業員 1,026名

主な事業内容 石油、天然ガス及び地熱資源の探査、開発、

販売とこれらに関連しての掘削等の請負事業

主要な事業所 本社、札幌鉱業所、秋田鉱業所、長岡鉱業所、

技術研究所、ロンドン事務所、ヒューストン

事務所、北京事務所、ジャカルタ事務所

会社概要（平成16年3月31日現在）

九州地熱株式会社

株式会社地球科学総合研究所

白根ガス株式会社

株式会社物理計測コンサルタント

エスケイエンジニアリング株式会社

秋田県天然瓦斯輸送株式会社

エスケイ産業株式会社

株式会社ジャペックスパイプライン

北日本オイル株式会社

北日本防災警備株式会社

代表取締役会長 若杉　和夫

代表取締役社長 棚橋　祐治

代表取締役副社長 岡部　史生

代表取締役副社長 小野　良一

専務取締役 粟野　哲男

専務取締役 寒河井　正

常務取締役 和田　恭彦

常務取締役 木下　嶺夫

常務取締役 香田　忠維

常務取締役 森田　謙宏

常務取締役 箕輪　毅

役員（平成16年6月24日現在）

主要な子会社及び関連会社（平成16年3月31日現在）

日本海洋石油資源開発株式会社

JAPEX （U.S.）Corp.

日本サハリンパイプライン株式会社

東北天然ガス株式会社

JJI S&N B.V.

株式会社テルナイト

株式会社ユニバースガスアンドオイル

日本海洋掘削株式会社

北九州エル・エヌ・ジー・ローリー販売株式会社

新南海石油開発株式会社

ジャワ石油株式会社

取締役 鈴木　勝王

取締役 大原　敏廣

取締役 佐藤　弘

取締役 市川　信三

取締役 服部　昌樹

取締役 石井　正一

取締役 讃良　紀彦

取締役 吉田　恒夫

常勤監査役 小泉　定弘

監査役 岡田　久

監査役 角谷　正彦

監査役 横戸　勲
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